
   

 

 

 

  

 書     名 著 者 名 

小 

説 

宗麟の海 安部 龍太郎 

ホワイトラビット a night Night 伊坂 幸太郎 

墨の香 梶 よう子 

狂うひと 

「死の棘」の妻・島尾ミホ 
梯 久美子 

機龍警察狼眼殺手 月村 了衛 

星星の火 2 福田 和代 

湖底の城  

呉越春秋 8 巻 
宮城谷 昌光 

悪道 5 

最後の密命 
森村 誠一 

他 

シルバー川柳 7 

寝坊して雨戸開ければ人だかり 

全国有料老人ホーム協会∥編 

ポプラ社編集部∥編 

児 

童 

妖怪一家九十九さん 6 

妖怪一家のハロウィン 

富安 陽子∥作 

山村 浩二∥絵 

メリーメリーへんしんする 
ジョーン G.ロビンソン∥作・絵 

小宮 由∥訳 

新

書 

ふしぎ古書店 6 

小さな恋のひびき 

にかいどう 青∥作 

のぶたろ∥絵 

絵 
本 

ぞろりぞろりとやさいがね ひろかわ さえこ 

すすめ！かいてんずし 岡田 よしたか 

いただきますのおつきさま 鈴木 真実 

あのときのカレーライス 
きむら ゆういち∥作 

伊藤 秀男∥絵 

貸出中の場合は予約ができますのでお申し出ください。 

次回の発行は、平成 29 年 5 月 27 日（土）の予定です。 
志布志市立図書館 ☎472-3322 

貸出中の場合は予約ができますのでお申し出ください。 

次回の発行は、平成 29 年 10 月 14 日（土）の予定です。 

志布志市立図書館 

☎472-3322 

江戸時代後期。嫁ぎ先から理由もなく離縁

され、心機一転、筆法指南所(書道教室)を

始めた女流書家・岡島雪江。ある日、元夫

の森高章一郎が「ある事件」に巻き込まれ

たことを知り…。『GINGER L.』連載に加

筆・修正。 

『墨の香』梶 よう子 

島尾敏雄の私小説「死の棘」の愛人の正体

は? 本当に狂っていたのは妻か夫か―。

島尾夫妻それぞれの日記や手紙など膨大

な資料によって、妻・ミホの生涯を辿り、

戦後文学史に残る伝説的夫婦の真実に迫

る。 

『狂うひと』梯 久美子 


